
グループ品質の向上を目指して
当社グループでは、顧客満足度の向上を目的とした、
モノづくりにたずさわる実生産現場における品質保証、
生産性の向上を目指しています。

　当社グループ事業は、原材料、設備、資材など様々な物品供給
により成立しています。
　事業の持続的成長のためには、お取引先と健全な協力関係が
不可欠であり、相互信頼を基にしたオープンで公正・誠実な調達
活動を追求し維持・強化を進めます。
　調達活動のグローバルな広がりに対応し、全グループ企業の
調達部門の共通規範として「グループ調達方針」を策定し浸透さ
せ、共通の価値観共有と統制ある活動を目指します。
　また、お取引先に本方針をご理解いただき、健全なお取引を共
に推進したいと考えています。

原材料調達における考え方グループ品質保証体制
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製品品質の維持・向上

サプライチェーンマネジメント
お取引先からの原材料、設備、物品・サービスの供給があってこそ
当社グループの事業は成り立っています。
お取引先との相互信頼のもと、公正かつ誠実な調達活動に努めています。

責任ある原材料調達

　当社は、「グループの製品の顧客満足度向上を目的とし、定常的
かつ継続的に商品の品質の維持向上を図る」という社内規定の方
針に基づき、グループ各社の品質保証活動の推進に努めています。
　グループ各社（国内）におきまして製品の設計段階における製品
の安全性や環境保全に留意し、製品の機能性を確保する取り組み
を実施しています。また､厳格な設計審査および生産段階への移
管審査を実施するとともに、使用する原材料、製造工程における工
程検査、製品の最終検査など、各工程で厳格な品質検査を実施し
ています。
　また、製造工程における品質のばらつきを抑える工程管理およ
びお客さまへ当社グループの製品を安全に納期を遵守して届け
る物流管理を含めて、グループの品質保証体制の維持向上に努
めています。
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　当社グループは、現場の品質保証および安全環境に寄与する
製造現場の改善活動の推進に努めています。
　その活動を「現場ＱＡ（品質保証）」活動と位置づけ、「５Ｓ（整理・
整頓・清掃・清潔・しつけ）」、「目で見る管理」、「標準化」、「ポカよ
け」、「品質ＫＹ（危険予知）」の5項目を中心に現場の強化を展開し
ています。また、製造現場の各リーダーが、それぞれの部門で管理
している職場をお互いに確認し合い、製造現場の課題の深掘りや
抜本的な対策を討議する場を設けるなど、製造現場全体の品質保
証・安全対策のレベル向上を推進しています。

品質保証活動の推進

　塗料は様々な化学物質で構成され、原材料の化学物質情報が
重要です。全購入原材料についてお取引先より必要な物質情報
や国内外規制への適合性に関する最新情報の提供を受けていま
す。この情報を基にお客様への製品安全や輸出対応のための情
報として活用しています。また、日本化学工業協会が推進する「サ
プライチェーンにおける化学物質のリスク評価関連情報を共有
する仕組みの整備」に当社は協賛しており、お客様の要請に応じ
情報提供しています。

責任ある原材料調達　
　紛争鉱物や児童労働等、人権を尊重していない原材料は川上ま
で調査し、その使用を禁止しています。紛争鉱物調査は、年1回、対
象化合物（３ＴＧ）を含有する原材料購入先に紛争鉱物報告テンプ
レートで調査し、顧客要請に対応するとともにリスクある原材料
の排除に努めています。

ＣＳＲ調達調査
　お取引先の選定は、調達方針に則して合理的に判断していま
す。お取引先評価の試みとして、国連グローバル・コンパクト・
ネットワーク・ジャパン サプライチェーン分科会作成のＣＳＲ調達

調達方針に沿った取組み
セルフアセスメント質問表（SAQ）を用い、１７年購入実績より購
入金額順上位８０％以上を対象に、回答を依頼しました。対象８４
社中７４社より回答（回答企業でのカバー率７１％）、回答の平均
得点（100点換算）90点、最高100点、最低45点となりました。
暫定的に７０点未満の４社には意見交換や改善の協議、未回答企
業へ協力要請を実施しています。今後、対応基準を整備する予
定です。

BCP対策
　ＢＣＰの一環として、原料統合、複数購買、代替品検討を実施し
ています。お取引先にもＢＣＰの取り組みを要請し、ともにリスク
低減を図っています。緊急事態への対応として重大な自然災害
や事故による調達への影響を把握するため、一斉問い合わせシ
ステムで情報収集を行っています。１８年は、地震・台風７件、火
災・爆発事故１件で初動対応しました。

調達業務に携わる従業員への教育
　調達業務に携わる従業員のレベル向上のため、情報管理、下
請法やインサイダー取引等についてコンプライアンスガイド
ブックに基づいた教育を実施致しました。

日本ペイントホールディングスグループの経営理念に則して、
調達部門は、大切なパートナーであるお取引先さまとの
調達活動において、以下の方針を遵守・推進いたします。
１．法令遵守・人権尊重
日本ペイントホールディングスグループは、法令や国際ルールを遵守す
るとともに、人権を尊重し、不当な差別や不当労働など人権を侵害しな
い調達を行います。
２．公正取引
日本ペイントホールディングスグループは、自由な競争に基づく公平か
つ公正な調達を行います。個人の利害関係が取引先選定の判断に入ら
ないように努めます。

４．取引先との信頼関係構築
日本ペイントホールディングスグループは、お取引先との対話を重視し、
信頼関係構築に努め、ともに持続可能な調達を推進します。また、調達活
動におけるリスク低減を取引先と協働で進めます。

３．取引先の評価
日本ペイントホールディングスグループは、品質・価格競争力・安定供給
力・技術力のみならず経営状況・ＣＳＲ、環境保全・資源保護の推進、安全
や健康に対するリスク管理への継続的取組み等により合理的にお取引
先の選定を行います。

調達方針

「グローバル・クオリティ・カンファレンス（GQC）」の開催
　当社は、海外グループ会社においても安全と同様に品質保証体制および品質
管理の向上に現地と協働し推進に努めています。実生産現場における品質保証、
生産性の向上を目指したチームの活動報告の場として「グローバル・クオリティ・カ
ンファレンス（GQC)」を2018年9月に開催しました。今回で13回目を迎え、本社
に関係者約50名が集まる会議の様子をテレビ会議システムを使い配信しました。
　各国のものづくりに挑む姿勢、現場での新しい発見や効率的な管理手法の共
有に努めています。


